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1.本 誌 は、物 性物理の研 究 を共同で促進 す るため、研 究者が その研
究意見 を自由 に発 表 し討論 しあい、 また、研究 に関連 した情 報 を速
や かに交換 しあ うこと を目的 と して 、毎月1回 編集 ・刊行 され ます。
掲 載内 容は、研究論文 、研究 会 ・国際会議 などの報告 、講義 ノー ト、
研究 に関連 した諸問題 にっいての意見 、 プレプ リン ト案 内、ニ ュー
ス などです。
2.本 誌 に掲 載 され る論文 につ いて は、原 則 と して審査 を行 ないませ
ん。但 し、編集 者 が本誌 に掲 載す るこ とを著 しく不適 当 と認めた も
の につ いては、改訂 を求 め、 または掲載 を拒 絶す る ことがあ ります。
3.本 誌 の掲載論 文 を他 の学術雑 誌 に引用 す ると きは、著者 の承 諾 を
得 た上 でprivatecommunicatbn扱いに して下 さい。
投稿規定
1.原 稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し、雑誌 のページ数を節約 す るため






原 稿 は2部(オ リ ジ ナ ル 原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 して 下 さ い 。
数 式 、 記 号 の 書 き方 はProgress,Journalの投 稿 規 定 に 準 じ、
ミ ス プ リ ン トが 生 じ な い よ う な処 置 を と っ て 下 さ い 。 上 ツ キ 、 下 ツ
キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ 文 字 、oとaと0(ゼ ロ)、uとn
とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を
赤 で 指 定 し て 下 さ い 。
数 式 は3行 にわたって大 きく書 いて下 さい。
1行 以内 にお さまらない可能性 の ある長 い数 式等 は必ず改行 の際
の切れ 目を赤で指定 して下 さい。
図は その まま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい。図 の縮尺 、
拡大 は致 しませ ん。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 らない図、 そのまま印
刷で きない図 は原則 と して著者 に返送 し、書 き改 めて いただ きます。
図 、表の説明 は別紙 に書 き、本 文中 に挿入位 置 を赤で明示 して下 さ
いo
投稿 後の原稿 の訂正 はで きるだ けさけるよ うに して下 さい。
別刷 は原則 と して作 りません。 ど うして も別刷 が入用 な場合 は、
投稿 の際 に所要部数 を50部 単位で 申込んで下 さい。別刷代 は下記方
式 によ り、現金で納入 して いただ きます。
(郵 券 による受付 はいた しませ ん)
p:物 研 出来上 り頁数
x:別 刷所 要部数
a:別 刷1頁 の代金3円
b:製 本代(別 刷1部 につ き)30円
別刷代一(ap+b)x+送 料
別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら、1ケ 月以内 に納めて下 さい。 そ
れよ り遅れ た場 合 には遅滞追徴金 を請求 される ことが あ ります か ら、
御注意 下 さい。
原稿 締切 日は毎 月10日 で原則 とじて次 月発 行誌 に掲 載 されます。
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基研研究部員会議 ・運営委員会報告
1981年7月16,17日 の2目 間研究部員会議 が,7月18日 には運営委員会 が開かれた。 そ
こで審 議 され たこと,決 定 された ことをかいつまんで報告 したい。
1)基 研人事移動
統計物理学部門教授の久保亮五氏が4月2日 付で退職(慶 応大学理工学部へ),そ の後任 と
して蔵本由紀氏が4月16日 付で京大理学部から移られた。 なお,米 沢富美子氏も8月 末で退
職,慶 応大学理工学部へ移られ る予定。
2)国 際交流について
来 年度,文 部 省 の外 国 人研 究 員 甲種(長 期滞 在)と して招 へ い す る人 と して,C.DiCastro
氏(ロ ー マ大 学)が 推 せ ん され た。 招 へ いは実 現 の可 能性 が大 きい。 来 目され る とす れ ば82
年7月 ～9月 の予定 。
3)KyotoSummerInstituteにつ い て
今年 度 は素粒 子 の"GrandUnifiedTheoriesandRelatedTopics"が6月29目～7月3日
に 開催 された。来 年 度 は原 子核 の"MicroscopicTheoryofNuclearCollectiveMotions"
に決 ま り,準 備 がす す め られ て い る.1983年 度 は,順 序 と して物 性 関係 のKSIが 開催 で き る
可能 性 が 高 い 。 テー マ の公 募 は 本年 末 に行 われ る予定 な ので,い ろい ろ提 案 が な され る こ とを
期 待 した い。
4)将 来 計 画 にっ い て
基研 に国際交流 セ ンター をお くことが論 じられ た。来年度概算要求 を行 うことを 目指 して,
具体案の作成 をす すめることになった。
5)今 年度後期研究計画
物性 関係 では,4っ の短期研究会が決 まった。()内 は世話人。
a)形 の物理学(森 肇,樋 口伊佐夫,高 木隆司,長 谷 田泰一郎,小 川泰)
b)新 しいタイプの秩序相へ の相転移(長 谷 田泰一 郎,鈴 木増雄,八 田一郎,蔵 本 由紀,松
浦基 浩)
c)液 体3Heの 新 しい側面(海 老沢 道,大 見哲 巨,永 井克彦)
d)厳 密解 を中心 とす る非線型波動 と関連する諸問題(戸 田盛和,市 川芳彦,広 田良吾,武
野正三,和 達三樹,松 田博嗣)




米沢氏 の後任 として助教授 を公募 していたが





科学 として形 を記述 し,形 の成因の法則性 を見極 めることは大 変難 しい。 しか し,そ の必要
性 は増 して来 ているし,各 分野 で種々の試みがなされ,事 態は好転 している。
昨年11月,諸 分野 での試み を展望 し,広 域 に亘 る研究 グループを形成 す る契機 とす べ く第
1回 の短期研究会 を開催 した。その結果,形 の問題 は新 しい局面 を迎 えてい ることが判 った。
例 えば,河 川や樹 形のよ うな分岐系ではかな り広 くHortonの 法則 が成立 しているよ うであ る。
この観点は自己相似性 と関係 があ り,ユ ー ク リッ ド幾何学の対象 とはな らないよ うな ランダム
な図形の特徴 を捉 えるフラクタル次元 の考 えとも通 じる ものがある。また,空 間分割 の諸問題
ではVoronoi多 面体の概念 が有効性 を発揮 している。
狭義の物理 学の内部で も,形 を問題 にす ることの必要性は増大 して来てい る。例えば相転移
点近傍 の クラス ターや,パ ーコレーシ ョン濃度近傍 でのクラスター の形が問題 にされ,そ の幾
何学的形 が物理量 にど う反映す るか とい うことが実験家か らも注 目され初 めている。 フラクタ
ル の概念 が有効か も知れない し.非 整数次元が単 なるパ ラメー ターではない実在性 を示す か も
知れない。
一方He3の 超流動状態等 のよ うに,オ ーダパ ラメー ターがベ ク トルにな ると,ス カ ラーの時
の描像 だけでは対処 できな くな り,位 相幾何学的 な考察 も行われ ている。以上はほんの数 例だ







樋 口 伊 佐 夫(統 計数理研)
高 木 隆 司(農 工大一般教育)
長谷 田泰 一郎(阪 大基礎工)




相転移 は自然界にお ける多様 な協同現象 の中で も極 めて ドラマチ ックな ものy1つ で あ る。
1960年 代以后,主 に磁気的 一,二 次元系物質 が実験 的に開発 され,こ れ に理 論的研究 が呼応
して,こ の分野の研究 は飛躍的 に進歩 した。近年,ス ケー リングや普遍性 の仮説 がクロスオー
バー の概念 を補 うこ とによって多彩な実験 結果 を良 く整理す るかに見 え,法 則 として定着 しっ
っある。一方Stanley-KoplanやKosterlitz-Thouless達によって提言 されて きた類いの新 し
いタイ プの秩序相 は,ま だ実験的 に確 たる証拠 をつかむに至 っていない。 しか しなが ら,大 き
い揺動 が期待 され る二次元系,中 でも特に非対角的系や,空 間的不均一 を本性 とす るランダム
系 をめ ぐる最近の実験結 果は,こ れ らの系 に,あ る種 の,従 来平衡規則系 を中心 に構築 されて
きた ものとは異 る特徴的な秩序相 が存在す るこ とを示 唆 している。例えば,グ ラファイ ト層間
のC(£12系 の自発磁 化が,電 磁率の発散す る転移点 よ り少 し低温側 で急速 に成 長 した り,蟻 酸
マ ンガンの亜鉛希釈系が,相 関距離 有限のユニー クな中問秩序相 を伴 って遂 次転移す ること,
K2CuF4の ゐ 希釈系の比熱や電磁率 が,パ ーコレーシ ョン濃度近傍 で対応 する一次元系 と同
じ温度変化 を示す など,協 同的相互作用 の非対角性や不均一牲 と秩序化の動的構造や遂次性 と
の間 の重要な関係が実験的に クローズァップされ っ ㌧ある。 このよ うな結果 を経験的事実 とし
て確立 し,よ り一般 的包括的 な協同現象 の機構 を探 り,こ れを支配す る法則 を見出すこ とは当
面重要 な課題 である。この問題 に関連 して1982年 秋 に本 テー マ と同名の国際 シンポジューム
が準備 されてお り,こ れ に先立 って,従 来多岐にわたっている実験結果 を良 く整理 し,相 互 の
関連性,対 比性 を明 らかに しつ ㌧,相 転移 にたいす る理解 の現状 を的確 に把握 し理論的な視 点








長谷 田泰 一 郎(阪 大基礎工)
鈴 木 増 雄(東 大理)
八 田 一 郎(名 大工)
蔵 本 由 紀(京 大基研)
松 浦 基 浩(阪 大基礎工)
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(c)液 体3Heの 新 しい側面
提 案 理 由
超流動相 を中心 とす る液体3Heの 研究 は,こ の数年来低温物理学の大 きな分野 のひ とつ であ
った。
確かに,定 性的 な理解 はすでになされているが,未 だに原理的に未解決の問題 もあ り,又,
理論 による予言 がひ とつひ とつ実験的 に確 かめられ てい る。輸送係数 の精密測定,3He-B
相に於 ける新 しい集 団運動 の観測等が,現 在 の実験の主要なテーマであ り,こ の問題 に対す る
日本 の理論家の寄 与は非常 に大きい,又,異 方性超流体 としての3He―A相 の流体力学 的構造,
e一 ベ ク トルの織 目構造の安定 陸の研究 も着実 につみ あげ られて きた。
一方,超 流動相 の研究 は,今 までの液体3Heの 性 質,特 に相互作用パ ラメータの決定 の再検
討 を促 し日本 に於 いて も,ラ ンダ ウパ ラメー タF∫ を決定 しよ うとす る実験がな され るよ うに
なったことは,歓 迎 すべ きことで ある。又,次 のテーマ と目され る3He-4He混 合液 の超 流
動性 にっいて も,理 論的な検討がな されつっあ り,又,実 験 の準備 も行 なわれている。
この数年来,理 論家の間では,部 分的 な会合 がもたれ,討 論,情 報交換 が行なわれて きたが,





8月 上旬(出 来れば7月 下旬)3日 間
15名 前後
海老沢 道(東 北大工)




近年,自 然現象 を理解す る手段 の一 つ として非線型微分方程式 あるいは非線型差分方程式に
よ り記述 されるモデルの研究 が活発 に行 われている。非線型動力学 がこれか らの物理学 を リー
ドす る分野のひ とっになるであろ うと云 われているが,所 謂 ソリ トンとカオスは非線型物理 学
において現在最 も主要なる問題 と考え られている。 ソリトンの問題 は非線型波動 に関連 した 自
然現象の本質 を把 えた模型 を厳密に取扱 う研究 のひ とつであるが,こ の分野 においては,戸 田
格子,広 田微分等世界 の注 目を浴びる先端的独 自の研究 が我が国において発展 させ られ たこと
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は周知の通 りである。非線型波動 の研究 から1965年 に ソリトンが発見 され,つ いで厳密 にこ
の問題 を扱 う方法が導かれ た。物理学 の諸問題 に関 しては,当 初,浅 水波,界 面波,プ ラズマ
波動,固 体 内熱パルス,self-inducedtransparency,構造相転移等の問題 が この発展に関連
して来 た。近年,非 線型波動方程式,あ るいは非線型力学 の方程式の厳密 な る解法は急激 なる
発展 を遂 げつつ あ り,種 々の非線型問題 の問の関連が次第 に明 らかに され ると共 に,扱 い得 る
対象 も著 しく拡大 している。例 えば,Isingス ピン系やHeisenbergス ピン模型 における非線
型励起や相関関数 と非線型発展方程式 との関係等新 らしい研究 が進展 している。そ して,Yang-
Mills場 の方程式,重 力場 の方程式の厳密解 の研究に もその影響 が拡が りっっあ る。また,こ
の種 の研究 は生態系 の問題 に も適用 されている。さらに,局 所的非線型性 のみ な らず,非 局所
的非線型性 を持つ方程式の解法 にっいて も著 しい発展がみ られ る。
このように急速な進展 を遂げつっある非線型波動と関連する諸問題について,本 研究計画に
より研究成果と将来の展望等 を討論 し,今 後尚一層の研究の促進を図る研究集会の開催を御願
いしたい。
ロ)世 話人
戸 田盛和*(横 浜国大),市 川芳彦(名 大),広 田良吾(広 大),武 野正三(京 工繊大)
和達三樹(東 大),松 田博 嗣(九 大)
*連 絡責任者
ハ)時 期お よび 目数

























鈴木 増雄 氏(東 大理)
「NumericalEexperimentontheExcitonLineShape」
Dr.MeSchreiber(物性 研,DortlnundUniv)
「超 イ オ ン伝導 体 の理 論 」 林 秀 光氏(物 性 研)
「ToScaleornottoScale:ThePuzzleattheLambdaPoint
ofLiquidHelium」Prof.R.A.Ferrell(UnivofMaryland)
「ア ン ダー ソ ン局在 状 態 にお け る電 子 間相 互 作 用 の効 果 」
上村 洗氏(東 大 理)
「液晶の物 理」 岡野 光治氏(東 大工)
「1T―TaSe2に おけ る構造相転移 と格子力学 」


















Spin Dynamics and Sound Propagation near the Spin Glass Transition 
Anil  Khurana 
Dynamics as Treatment of Almeida—Thouless Disease 
John A. Hertz, Anil Khurana, and M. Puoskari 
Three-Component Model and Tricritical Points: A  Renormalintion Group Study. II. 
General Dimensions and The Three-Phase Monohedron 
Julia M. Yeomans and Michael E. Fisher 
Diluted Quantum Transverse Ising Model 
R. B. Stinchcombe 
Physics of Dense Plasmas and the Enhancement of Thermonuclear Reaction Rates Due 
to Strong Screening 
Naoki Itoh 
Transport Properties of Dense Matter. III. Analytic Formulae for thermal conductivity 
 Elliott Flowers, Naoki Itoh 
Ground-State Energy and Gap of Alternating Antiferromagnetic Linear Chains 
Hideaki Matsuyama and Yukio Okwamoto 
Proof of the Triviality of  ed Field Theory and Some Mean-Field Features of Ising
Models for d >4 
Michael Aizeman 
Internal Structure of Coulomb Systems in One-Dimension 
Michael Aizenman 
Interpretation of the Unusual Behavior of H2  0 and D2  0 at Low Temperature: Are Con-
cepts of Percolation Relevant to the "Puzzle of Liquid Water"? 
H. Eugene Stanley, J. Teixeira, A. Geiger and R. L. Blumberg 
Vulcanization of A Binary Mixture of  Long. Polymers 
A. E. Gonzalez, and M. Daoud 
Large-Amplitude Quasi-Solitons in Superfluid Films 
Susumu Kurihara 
Finite Size Scaling and Crossover Phenomena: the XY Chain in a Transverse Field at Zero 
Temperature
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R, R. dos Santos and R. B. Stinchcombe 
The Two-Dimensional Bond Diluted Transverse Ising Model at Zero Temperature. 
 R.  R. dos Santos 
Closed-Form Approximation and Interpolation Formulae for the 3-Dimensional Ising 
Model. 
Bai—lin Hao 
Anomalous Mixing Times in Turbulent Binary Mixtures at High Prandtl Number 
Ricardo Ruiz 
The Dynamics of Phase Separation in Two Dimensional Tricritical Systems 
Paramdeep S. Sahni and  J. D. Gunton, Sheldon L. Katz and H. Timpe 
Fluctuations in the Complex Stochastic TDGL Equation 
 Kunihiko Kaneko 
Asymptotic Properties of Markovian Master Equations for Multi-Stationary Systems 
Ding, E. Jiang 
Finite Frequency Nonlinear Effects in Dynamics of Superfluid 4He Films
Lu Yu
Vortex Dynamics and Persisten Current Decay in Thin Superfluid  4He Films
 Lu  Yu 
Micromagnetic Theory of Phase Transitions in Inhomogeneous Ferromagnets IV. Dyna-
mics of The Spin System 
M.  Fdlinle 
Theory of Metal Surfaces: Variational Calculation Using A Correlated Wave Function 
Xin Sun, Tiecheng Li, and Chia—Wei Woo 
The Search for Quantum Liquid Crystals 
Sujane C. Wang, Legesse Senbetu, and  Chia—Wiei Woo 
Isotropic-Nematic Transition in an External Field 
Juelian Shen and  Chia-Wei Woo 
Molecular Theory of Liquid Crystals Including Anisotropic Repulsion 
Shen Juelian, Lin Lei, Yu Luand  Chia-Wei Woo 
Isotropic-Nematic Transition: Landau-de Gennes vs Molecular Theory 
Legesse Senbetu and Chia-Wei Woo 
Critical Scattering and Intergral Equations for Fluids 










of The Yvon-Born-Green Equation 
of the ID Sine-Gordon System I. 
Koh Wada

















New Directions in Percolation, Including Some Possible Applications of Connectivity Con-
cepts to The Real World 
H. Eugene Stanley 
Percolation Properties of a Three-Dimensional Random Resistor-Diode Network 
S. Redner and A. C. Brown 
Percolation and Conduction in a Random Resistor-Diode Network 
S. Redner 
Concentration Expansion for Random Ising Systems II 
Tsuguhiro Tamaribuchi 
Two-Dimensional Defect in Three-Dimensional Lattice — Local Critical Exponents 
 n',  131  and  v'  in  the  Limit  n  (.0 — 
Kazuhisa Yamamoto and Ryuzo Abe 
 1  /n Expansion for Weakly Random System with Impurity Correlation 
Kazuhisa Yamamoto and Ryuzo Abe
Nonlinear Effects in Third Sound Damping and Critical Velocity of Thin Helium 
Films 
Jayanta K. Bhattacharjee and Lu Yu 
The 2-D Transverse Ising Model at T=---0: A Finite Size  Resealing Transformation 
Approach 
 R.  R. dos Santos, L. Sneddon, and  R.  B. Stinchcombe 
Critical Properties of The Anderson  Mobility Edge: Results from Field Theory 
 T.  C. Lubensdy 
Order-disorder Displactive Crossover in  A Structural Phase Transition Model 
George A. Baker, Jr. and A. R. Bishop 
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更虻理 論化学 シンポ ジウム"の 企 画 について
分子科学研 塚 田 捷
最近,分 子科 学の理論研究者 の問で,理 論化学 とその関連分野の研究 の交流 と総合的発展 を
めざす事 を目的 とした 更曼理 論化学 シンポジ ウム,,を 開催す る計画が具体化 しっ 》あ ります。統
計力学,物 性物理,表 面物性 などの分野の研究者では,こ うした分子科学 と関連 した領域 で活
躍 されてい る方 も多い と存 じます。以下 にシンポジ ウムの趣意書 と運営方法試案(抄)を 記載
します ので,関 心 をお持 ちの方々のご協力 を頂 ければ幸い と存 じます 。
なお,第1回 くc理論化学 シンポジ ウム"を1982年8月20日 ～23日 迄,京 都府立ゼ ミナー
ルハ ウスにて開催す る予定 で準備 をす ㌧めてい ます 。ご意見 を世話人(細 矢治夫(お 茶の水大),
中辻 博(京 大工)、 岩田末 廣(慶 応 大理工),塚 田 捷(分 子研))ま でお よせ下 さい。
般理論化学シンポジウム
(JapanSymposiumonTheoreticalChemistry),,
一 趣 意 書 一
理論化 学 とそれに関連す る化 学物理,分 子科学な どの分野にお ける我が国の最近の進歩 には
目覚 ましいもの があ ります。 このことは最近 あいつ いでこの分野の国際会議 が我 が国において
開催 され,我 が国 の研究者が第一線 の研究成果 を報告 し、 深い感銘 をあたえたことに も見 られ
ます 。このような研究の質的お よび量的向上 は・誠 に喜 こば しいことではあ りますが、理論化
学 の研究者 はそれぞれの限 られた分野において成果 をあげてい る場合 が多 く,化 学お よび化学
をとりま く周辺 の問題 にまで巾広 く研究者間 の交流 と理解が行 きわた ってい るとはいいかね る
のが現状 であ ります。 これ に対 して一 部 の理論化学研究者が現状打破 の試 み をしつ トはあ りま
す が,何 分に も我が国にお ける理論化 学 をとりまく情況 は必 らず しも満足すべ きものではな く,
そのために生ず る障害 の高 さを実感す る事が多々あ ります。たとえば欧米 の化学教室における
分野構成 とその中における理論化 学の重み を考 える とき、我 が国 の理論化学研究者のまわ りに
は,研 究者個人 で解決できない もろもろの問題が存 在 して います。
このよ うな現状 を打開 し,実 験 と理 論の調和 のとれ た化学を目指す ためには理 論化学 のより
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一層 の質的 および量的発展 が不可欠 であ り,理 論化学 自身において も深 くかっ意欲的 な反省 が
なされなければな らない ところで しよ う。また同時に,そ のような意欲的 な研究 がよ り容易 に
な り、 それ がencourageさ れ るよ うな研究環境 を作 ってゆ くことも極めて大切であ ります。
このよ うな情況 を背 景 として昨年 の12月,分 子科学研究所 において.「 化学 におけ る理論
の役割 と可能性 について」 とい うテーマの もとに,巾 広 い分野の理 論研究者 による研究会 が開
催 されま した。そこに集 まった方 々の分野 は,量 子化学,化 学反応論 情報化学,統 計力 学,
固体の表面物性,分 子物性工 学,生 物 々濫 高分子物性論 溶液論 など,か な り広い分野の理
論研究者 であ りま したが,参 加者 に共通 した問題意識は,個 別的理論研究 の行 き詰 ま りと,他
分野 との連帯にもとつ く新 らしい境界領域 の形成 新 らしい方法論 の導入 と開発 による現状 の
打開にあ りました。そ こで,た また ま数名 の有志か ら提案 された 更e理論化学 シンポ ジウム,,の
素案に強い関心が示 され,理 論化学 とそ の関連分野 の研究 の総合的発展 を主 目的 とす るシ ンポ
ジウム を我が国 において も強 く推進 して行 こうとい う考 え方が具体化 してまい りま した。この
研究会 と,そ の後 の有 志の集 ま りな どを通 じてまとまって きたシ ンポジ ウムの性格 は,
1.広 い意味での理論化学 と,そ れに関連す る化学物理,分 子科学 などを主な対象領域 と し、
毎回物理 ・化学 におけ る境界領域な どのい くつかの重点分野 を主 テーマ として設定す る。また
関連あ る実験家 の積極的な参加 も要請す る。
2.実 験 に研究 を推進 してい る研究者 を中心 にしたinvitedtalkを 重点に し℃ 一つ一つ の
講演 に時間 を充分に とる。
3.開 催は2～3年 に1回 程度,時 期 は8月 中 ・下旬頃 を原則 とす る。
4.全 員が共通 の場所 に泊 りこむ形式 とし,研 究交流 の完全 を期する。
な どといった ところである。 この性格 か らも分 るとお り,こ のシンポジ ウムはかねて より我が
国の理論研究者の問に希望があ りなが ら,既 存 の討論会や学会ではお ㌧いきれ ない要望 に応 え
るものであって,既 存 の討論会 と互いに補完的な関係 にあ るもの と考 えてよいであろ う。
以上 のとお り,こ のシンポ ジウムの具体化への道は,誠 に自然発生的であって,最 近 と くに
顕著 である我 が国の理 論化学研究 の レベ ルの向上 と層 の拡大,そ して海外 の科学者,学 協会 と
の交流にそ の源 を負 うところが大 きい と思われます。また,こ のシンポジ ウムの目的に照 らし
て,そ の運営の仕方 にも工夫が必要であ ると思われ ます 。 とくに,研 究分野 の面では広 く理論
化学 化学物理 を対象 とす るとともに,我 が国で従 来習慣的に交流 の薄かった分野間の爽流 が
意図 されなければな りません。このためにも,異 った研究分野の世話人が共 同で企画 ・運営す





Symposiaな どの運 営 方式 の 中 に も学 ぶ べ き もの は 多々 あ るで し ょ う。何 よ りも,我 々 日本
の理 論 化 学 ・化学物 理 の発 展 に とって ど の よ うな方針 が と られ るべ きで あ るか,と の考 えに立
って企画 ・運 営 され ね ば な らず,更 更余 りに 日本 的 な,,幣 に は決 して 陥 い る こ との ない梯 新鮮
な運 営方 針 を考 え た い と念 じてお ります 。
下記 に更更理論化学シ ンポ ジウム,,の 運営方法試案 を記 します。実際の実現に当っては,い ろ
いろの修 正や新 らしい企画 を行 う必要がある事 と思われます。多 くの諸先輩 と同志 の方々の御
助言,御 協力 と御賛 同 を賜 り,な んとして も実現 させた く、 よろしくお願 い申 し上げ ます。
発起人
田中 浩,大 野公男,藤 村勇一,三 上 泰 細矢治夫,小 杉信博 中村宏樹 岩田末廣,大
峯 巌,加 藤重樹,北 浦和夫,里 子允敏 柏木 浩,塚 田 捷,諸 熊奎治,平 尾公彦,尾 崎正
明,片 岡洋右,中 辻 偉 西本吉助 福留秀雄
一 シ ンポジ ウムの運営方法試 案(抄)-
1.こ の シンポジウムは化学お よびその周辺 の分野 で,理 論的方法 を主 とした研究 を主題 とす
る。その話題 として は,例 えば 原子 ・分子 ・固体 の電 子構造,様 々の条件下 での化学反応の
理論,数 理化学や情報化学 各種 の分光学 の理論な どが考えられる。研究者 の所属や出身 を越
えた交流 を意 図す る。
2.招 待講演 を中心 とし,討 論時間を十分 にとって・異な る分野の研究者 の間で言葉 が通 じ合
うよ うにす る。ポス ターセ ッシ ョンを設 け,参 加者 の研究紹介 と交流の場 とす る。
3.開 催 時期 は8月 中旬か ら末頃,会 期 は4日 ～5日 とし、参加者全員が同宿 できるよ うにす
る。参加者 は100人 ～150人 程度 を限度 とす る。
4.こ のシンポ ジウムは,当 面 財政的には自己負担 を原則 とする。
5.こ のシ ンポジ ウムは,3人 の主催世話人によって主催 され,運 営 され る。主催者 は,2回
前のシンポジ ウムで決定す る。(始 めの2回 は、発起人 の合議によって決 める。)
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編 集 後 記
この物 性研究 は年 間8,760円 で個人会費 では4,680円 と4年 前 の価格 でや って きま したが,
来年 の春 からこの価格 を上げなければな りませ ん。一つは印刷代 が市場価格 と離れ過 ぎてい る
ことです。このよ うに数式 が多 く,又 英文 が時 々入 るのをタイプす るのは大変 なことです 。現
在,雑 誌の発行が遅れているのは主に経済的理由からです。編集委員会ではどの程度の価格の
改定で遅 れが とりもどせる ものか,難 問題 に苦労 してい ます。別刷代 を値上げす るとかで、 な
るべ く個人会費は値上げが少ないようにす るっ もりでい ます 。
(S.H.)
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1.会 費:当 会の会 費 は前納制 をとって います。 したが って、3月 末 ま
で にな るべ く1年 聞分会費 を御支払 い下 さい。
なお新 規講読 お申込 みの場合 は下記 の会 費以 外 に入会金 と し
て、100円 お支払 い下 さい。




(1年 分 まとめ てお支払 いが困難の向 きは1volume分 ずっ
で も結構 です)
2.支 払 いの際 の注 意:な るべ く振替 用紙 を御利用 の上御納入下 さい。
(振 替貯 金 口座 京都5312)
なお通信欄に送金内容を必ず明記 して下 さい。
雑誌購読者以外の代理人が購読料 を送金される場合、必ず購読者
本人の 名前 を明記 して下 さい。
3.誌 代 の支 払遅滞 の場 合:当 会 の原則 として は、正 当 な理由 な く2
Vols―以上の誌代 を滞納 された場 合には、送本 を停止 す ることにな っ
て いますので御留 意下 さい。
4.一 括送本 を受 け る場 合:個 人購読 中 に大学等で一括配 布 を受 ける
様 になった場 合 は、必ず 「個人購読 中止、一括配 布希望」の通知 を
して下 さい。逆 の場 合 も同様で す。
5.送 本先変 更の場合:住 所、勤務先 の変更等送本先 が変 った場合 は、
必ず送本先 変更届 を提 出 して下 さい。
学校 、研 究所等機 関購読
1.会 費:学 校 ・研 究所 等で の購読及 び個 入で あって も公費払 いの と
きは機 関会 員 とみ な し、代金 は、1冊730円 、1VoL4.380円 、年
間8.760円 です。 この場 合、入会金 は不 用です。学校 、研 究所 の会
費の支払 いは後払 いで も結 構です。 しかし購読 申込 みを される時 に
支 払い に必要 な請求 、見積 、納品書各何通 必要 なのかをお知 らせ下
さい。
なお、当 会の請求書 類で は支払 いがで きない様で した ら、貴校 、
貴研究機 関 の請求書類 を送 付 して下 さい。
2.送 本 中止 の場 合 の連絡:発 行途上 にあ るvolumeの 購読途 中中止
は認 め られません。購読 中止 される場合 には、1ケ 月前 ぐらいに中
止時期 を明記 して 「購読 中止届」 を送付 して下 さい。
雑 誌未着の場合.発 行 口よ り6ケ 月以内に当会 まで ご連絡 下 さい。
昭 和42年11月14日 第四 種 郵 便 物認 可
昭和56年9月20日 発行(毎 月1回20日 発行)
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